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社 会 問題 と しての"犯 罪 報 道"(そ の2)
一一 ク レイム 申 し立 て に お け る"事 実" 一
大 庭 絵 里
1.は じ め に
本 稿 は,「 社 会 問 題 と して の犯 罪 報道 の構 築 」(1996)に 引 き続 きs犯 罪 報
道 を 「問 題 」 と して ク レ イ ムす る過 程 を追 究 す る もの で あ る。研 究,分 析 視
点 は イバ ラ とキ ツセ の提 起 す る社 会 的構 築 主 義 の視 点(IbarraandKitsuse
,
1993)を 踏 襲 す る。 す なわ ち,あ る事 柄 につ い て 「問 題 」 で あ る とク レ イム
す る過 程 を社 会 問題 の 過 程 と して捉 え,ク レイ ム は何 につ い て問題 だ と定 義
して い るの か,を 考 察 す る。
拙稿(1996)で は,1980年 代 中 頃 か ら始 まった,犯 罪 報 道 を 「望 ま し くな
い 問題 」 カ テ ゴ リー と して捉 え る ク レイ ム 申 し立 て 活 動 と
,そ れ へ の対 抗 ク
レイ ム につ い て概 観 した。 簡 単 に概 略 して お こ う
。80年 代 にお いて 提起 され
た ク レ イム は,犯 罪 報 道 に よ って 「被 害 」 を被 る人 々 が 出 て くる こ と
,逮 捕
段 階 にお い て被 疑 者 を実 名 ・住 所 ・年 齢 ・職 業 を明 らか に して 「犯 人 」 で あ
る か の よ う に報 道 す る こ と,記 事 が 警 察 か らの情 報 に主 に基 づ く とい う警 察
依 存 の 報 道 な ど を,「 問 題 」と して い た。 と りわ け,被 疑 者 ・被 害 者 を 「実名 」
で報 道 す る こ とは 「被 害 」 を もた らす た め,「 匿 名 」 で報 道 す るべ きで あ り
,
報 道 に よ る被 害 に メ デ ィアが 責 任 を もつ制 度 を確 立 す るべ きで あ る,と い う
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クレイムが提 起 され差.犯 罪報道 におし・て,被 賭 ・糖 者 を 「匿名 」で報
道 す る とい う ク レイ ム に対 して は,現 行 の 「実名 」 を原 則 とす るべ きで あ る
とい う対 抗 ク レイ ム が 申 し立 て られ た 。 拙 稿(1996)で は,そ の相 互 作 用 の
2)
中 で 「匿 名報 道 主 義 」 派 の ク レイ ムが よ り一 層 明 確 にな って くる過 程 を論 じ
た 。
拙 稿(1996)で は,犯 罪 報 道 を め ぐる ク レイ ム 申 し立 て活 動 に つ い て,被
疑 者 ・被 害 者 を 「匿 名 」 で 報 道 す るべ きだ とい う ク レイ ム を掲 げ る 「匿名 報
道 主義 」 派 と,犯 罪 報 道 の 原則 は実 名 報 道 で あ る とい うr実 名 原 則 」 派 とい
う二 つ に分 類 して考 察 した 。 当初,「 実 名 原 則 」 派 は,「 問 題 」 とな る犯 罪 報
道 の解 決 方法 と して のr匿 名 報 道 」 を否 定 す る対 抗 ク レイ ム で あ った が,次
第 に 「匿名 報 道 」 自体 を 「問 題 」 として カ テ ゴ リー化 して 捉 え る に至 った 。
また,「 匿名 報 道 」を求 め る ク レイ ム に も分 裂 が 生 じた 。 即 ち,匿 名 報 道 を犯
罪 報 道 の 「原則 」 と して 「今 」 求 め るべ きか,あ るい は 「現 状 」 か ら匿 名 報
道 を 「拡 大 」 してい くこ とを求 め るべ きか,と い う差 異 が顕 著 に な った 。 し
た が っ て 「匿 名 報 道 主 義 」 対 「実 名 原則 」 とい うカ テ ゴ リ0区 分 に は注 意 を
要 す る。 本 稿 で は,匿 名 報 道 を原 則 と して主 張 す る ク レイ ム を 「匿 名 報 道 主
義 」 派 と表現 す るが,そ れ は 同種 の ク レイ ム をす る メ ンバ ー が集 ま った集 団
とい う意 味 で は な く,そ の よ うな ク レイ ム の セ ッ トと して扱 う。 この こ とは
「実 名 原則 」 派 に関 して も同 様 で あ る。
犯 罪 報 道 が 「報 道被 害 」 とい う 「状 況 」,す なわ ち,報 道 され た た め に被 る
様 々 な人 権 侵 害 を生 み 出す こ とを 「問題 」 で あ る と定 義 す る こ とにつ いて,
否 定 す る ク レイ ム は見 い だせ な い 。 しか し,犯 罪 報 道 の 「何 」 が 「問題 」 な
の か に つ い て は,様 々 な ク レ イム が 存在 す る。1980年 代 の ク レイ ム,対 抗 ク
レイ ム の応 酬 を経 て,1990年 代 に入 り,再 び,「 匿 名 報 道 」を 「問題 」 とす る
ク レ イム が 現 れ る。
「匿名 報道 」は,犯 罪 報 道 を 「問題 」 とし て カテ ゴ リー化 し,そ の解 決 を め
ぐる際 に使 用 され る ク レイム の シ ンボル 的 な語 で あ る。 と同時 に,「 実 名 」を
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報道 の 原 則 とす る言 説 の 中 で は,「 匿 名 報 道 」 は 「問 題 」 とな るカ テ ゴ リー と
され る。 どち らの ク レイ ム も,そ れ は何 につ い て 「問題 」 だ と言 っ て い るの
か,そ の道 徳 的 対 象 を明 らか にす る こ とを本 稿 は主 な 目的 と して い る
。 そ の
た め,ク レイ ム に 関 す る記 述 が 多 くな る。 さ らに,ク レイ ム 申 し立 て の 際 に,
一 つ の ク レイム が 生 き延 び るた め に と られ る手 だ て
,つ ま り,ク レイ ム を支
え る言語 的 資 源 と しての"事 実"の 利 用 の仕 方 とク レイ ム の 仕 方 に つ い て も
考 察 した い。
本稿 は・前 回 と同様,「 匿名報道」を主張 す る人 々 と活動へ の参与観察 によ
って得 られ た知 見 と犯罪報 道 に関す る資料 を もとに考察 してい る
。 「匿名報
道」 を主張 す る活動 への参与観 察 は,そ の主張 についての理解 を深 めるが,
もう一一方 の 「実名報道」 を主 張す る活 動 については印刷 された資料 のみ を も
とに分析 す るこ とにな る。 これ は,研 究者 の 「客観 」性 を重視 す る立場 か ら
は非難 され るか もしれ ない。 しか し,「 問題 」となってい る 「状況」に対 す る
存在論 的判 断や,ク レイムの真偽の判断 をす るこ とが本稿 の採 用す る構 築主
義 の視点 なので はない。 それ よ りも,本 稿 において筆者 は,「 匿名報道主義」
の クレイム 申 し立 て活動 の展 開 を中心 に して,「 匿名報道 」と 「実名報道 」と
い うク レイムの応酬 と,ク レイムが対 象 としてい る 「問題 」 は どこにあ るの
か,ま たそれ は どの よ うに提起 され るのか を考察 す るこ とに関心が あ る。 そ
の意味 において,一 つの クレイム をす るアクターの側 のみへの参与観察(こ
こで は 「匿名報道」〉 は,欠 点 とはい えないだ ろう。
z.匿 名報道 は 「原 則」 か 「範囲の拡大」 か
犯 罪 報 道 に お い て,被 疑 者 ・被 害者 は匿 名 で 報 道 すべ きか,そ れ と も実名
で報 道 す べ きな のか,と い う80年 代 の論 争 は,90年 代 に入 り,単 純 な 「匿名
報 道 主 義 」 派対 「実 名 原 則 」 派 とい う形 で はな くな っ て きた。 す な わ ち,報
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道 の あ り方 と して 「匿名 報 道 」 の 「現 状 」 の範 囲 を 「拡 大 」 す る のか,そ れ
と も 「匿名 報 道 」 を犯 罪 報 道 の 「原 則 」 とす るのか,と い う 「匿 名 報 道 」 の
戦 略 を め ぐ るク レ イ ムが 出現 し,同 時 に,「 匿 名報 道 」 自体 が 「問題 」で あ る
とす る 「実 名 原 則 」 派 に よ る ク レイ ム が 主 張 され始 めた 。
そ もそ も,80年 代 の 「匿名 報 道 」 を求 め る活 動 自体 も主 張 が 一 致 して い た
わ けで は なか った 。主張 が一 致 しない とい う こ とは,ク レイ ム され て い る「問
題 」 が 同 一 カ テ ゴ リー として認 識 され て い な い,と い う こ とで あ る。 た とえ
ば,浅 野 は,犯 罪 事 件 は原 則 と して匿 名 で報 道 し,公 人 や権 力者 な どの犯 罪
事 件 は 「顕3}」 に す る こ とを主張 す るが,そ の 一 方 で,「 匿 名 報 道 」の 「潮
の拡 大 」 をめ ざす べ きで あ る とい う主 張 も現 れ る。
1987年,日 本 弁 護 士連 合 会 第30回 人権 擁i護大 会 が 開 か れ,「 人 権 と報 道 に関
す る宣 言 」が 採 択 され た 。 そ の 「宣 言 」に は,「 犯 罪 報 道 にお い て は,捜 査情
報 へ の安 易 な依 存 をや め,報 道 の 要否 を慎 重 に判 断 しi客 観 的 か っ 公 正 な報
道 を行 う と と もに,原 則 匿 名 報 道 の実 現 に向 けて 匿名 の範 囲 を拡 大 す る こ と」
をマ ス メ デ ィア に要望 す る,と 書 かれ て あ る。 しか し,「 原 則 匿 名 報 道 の実 現
に向 け て」 の部 分 は,当 初 の案 に は盛 り込 まれ て い な か った。 当初 の宣 言 案
は 「匿 名 の範 囲 を拡 大 す る こ と」 を主 旨 と して いた 。 その理 由 は,主 に 「匿
名 を0律 に した場 合 に は警 察 が 匿 名 で発 表 す る よ うに な る」(日 本 評 論 社,
1988:496)と い う もの で あ る。 す な わ ち,こ の 「拡 大 」 を求 め る ク レ イ ム
は,「 匿 名 報 道 」 の理 念 に は賛 成 す る もの の,「 捜 査 情 報 の公 開が 実 現 され て
い な い」,「警 察 に よ る情 報 管 理 」 とい う 「現 状 」で は,「 匿名 原則 を導 入 す る
の は 困難 」 で あ るの で,「 今 で き る最 低 限 の匿 名 の範 囲 を まず実 現 して い く」
(日 本評 論 社,1988:493)こ とを め ざす とい う。 この大 会 で は,匿 名 報 道 の
範 囲 の 「拡 大 」 を め ざす のか,匿 名 報 道 を 「原 則 」 とす るの か をめ ぐ り,参
加 者 た ち の問 で 議論 が 行 わ れ,最 終 的 に上 の よ うな文 言 とな った。 「拡 大 」と
「原 則 」 とい う二 つ の ク レイ ム は,単 に,戦 略 の 差 異 を あ らわ す もの で は な
い。 ク レイ ム を通 して定 義 しよ う とす る「問題 」の 中 身 に もか か わ る。 「原 則 」
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を要 求 す る側 に とっ て,「 匿 名 報 道 の範 囲 の拡 大Jは 「報 道 被 害 者 」の救 済 と
い う観 点 の欠 如 で あ り,1975年 の 日弁 連 『報 道 と人 権 』 に お い て述 べ られ て
い る 「少 な くと 撫 罪 の推 定 を受 けて し・る はず の被 賭 ・被 告 人 に対 して は
,
原則 として,氏 名 を公 表 す る こ とな く報 道 す べ きで あ る」(日 本 弁 護 士 会編
,
1976:105)と い う考 えか らの後 退 と して解 釈 され る
。 さ らに は,「 情 報 公 開
が実 現 す る まで は,警 察 に逮 捕 され た人 を匿 名 にす るの は危 険 とい う論 理 は
誤 っ て い る」 と非 難 す る(日 本 評 論 社 ,1988:493)。
匿名 報 道 の 「拡 大 」 をめ ざ す ク レイ ム も,匿 名 報 道 を 「原 則 」 とす べ きで
あ る とす る ク レイ ム も,一 見,「 匿 名 報 道 」とい う同一 の 問題 カ テ ゴ リー を共
有 して い る よ うに み え る。 しか し,こ の 両 者 が ク レイ ム の 中 で
,「 問 題 」と し
て い るカ テ ゴ リー は異 な る。 「拡 大 」を め ざす ク レイ ム にお い て は
,一 時 に匿
名 「原 則 」 を導 入 す る と,捜 査 情 報 の 公 開 が 実 現 され て い な い の で
,警 察 が
匿 名 で被 疑 者 ・被 告人 を発 表 す る よ うに な り,報 道 が捜 査機 関 か らの情 報 管
理 を受 け る とい う 「状 況 」 が 「問題 」 とな る の で あ り
,一 方 の 「匿名 報 道 主
義 」 の ク レイム は,「 現 在」 の 実 名 報道 を 「問題 」 と して い る
。
「匿名 報 道 主 義 」派 に とって,匿 名 報 道 の 「範 囲 の拡 大 」は
,結 局,「 現 状 」
を肯 定 す る こ とに つ な が り,匿 名 報 道 を 「原則 」 とす る こ とに反 対 す る とい
う点 で 「実 名 原 則 」 と同様 の ク レイ ム と して解 釈 され るの で あ る
。
この 問題 カ テ ゴ リー の ズ レ は,90年 代 に は い り,再 び,大 きな論 争 を呼 ぶ
こ とに な る。
3.捜 査機 関 によ る匿名発表
「匿 名 原 則 が捜 査側 の ほ うで情 報 秘 匿 の 口実 に使 わ れ て し ま う危 険 性 が き
わ め て高 い」(日 本 評 論 社,1988:497)と い う言 説 は
,そ の後 も現 れ る。 「匿
名 原則 」 を掲 げ る 「匿 名 報 道 主 義 」 派 の ク レイ ム に対 す る対 抗 ク レイ ム と し
てy「 実 名 原 則 」派 は,犯 罪 報 道 はな ぜ 「実名 」で な くて は な らな い の か
,を
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訴 えて応戦す るが,そ れだ けではな く,積 極 的 に 「匿名報道 」が 「問題 」で
あ る と定義 す る。 た とえば次 の ような主張が ある。
「もし匿名報 道 にな ると,当 局の発 表 も匿名 になる恐れが あ り,密 室捜査
を助長 す る ことになる。匿名 発表,匿 名報道 を維持す る と,例 えば誤認逮
捕の ようなケー スで は,本 人 の名誉 回復 が なかなか しに くく,ひ いて は犯
罪報道 の衰退 に もつ なが る!(日 本新聞協会研究所,1990)
この よ うな 「匿 名 報 道 」 を 「原 則 」 にす る と警 察 に よる密 室 捜 査 を助 長 す
る,事 件 関係 者 の匿 名 発 表 が増 え る,と い う 「危 惧 」は,「 実 名 原 則 」に よ る
ク レ イム と匿 名 報 道 の 「拡 大 」 に よ る ク レイ ム とを結 び つ け る。
1992年9月 に行 わ れ た マ ス コ ミ倫 理 懇談 会 全 国 大 会 に おい て も,警 察 に よ
る匿 名 発 表 の増 加 につ いて 話 し合 わ れ て い る。 『マ ス コ ミ倫 理 』396号 で は,
「全 般 的 な傾 向 として,何 とな く匿 名 とい う動 きが あ り,結 果 と して,メ デ ィ
ア側 の匿 名 報 道 とい う 自己規 制 に乗 ず る形 で,ニ ュー ス ・ソー ス側 か ら匿 名
発 表 が 広 が った の で は な いか 」 とい う発 言 を紹 介 して い る(そ の他,匿 名 報
道 は「受 け手 の せ ん さ くした い 気持 ち を あ お る」 「対 象者 以 外 の人 に も迷惑 が
及 ぶ場 合 が あ る」「匿名 報 道 の行 き着 くと こ ろは記 者 が 萎 縮 して,書 く力 を失
った り記 事 の信 用性 が 失 わ れ るな どの 懸 念 が あ る」とい う 「匿 名報 道 」を 「問
題 」 と して み る発 言 が紹 介 され て い る)(マ ス コ ミ倫 理 懇 談 会,1992年)。
そ の マ ス コ ミ倫 理 懇談 会 全 国 大 会 を,読 売 新 聞1992年9月26日 解説 欄 「増
え る警 察 の 匿 名 発 表 」 とい う記 事 が 紹 介 す る。
朝 日新 聞 は,第 三 社 会 面(メ デ ィア欄)の 「権 力 報 道PARTIII検 察 ・警 察
編 」 にお い て,1992年8月21,25,26日 にわ た っ て警 察 に よる 「匿 名 発 表 」
につ い て連 載 した 。 記 事 に よれ ば,犯 罪 事 件 に つ い て警 察 か らの発 表 が あ る
時,事 件 関 係 者 の名 前 が匿 名 で発 表 され る こ とが 「増 え」 て お り,メ デ ィア
側 が実 名 発 表 を要求 して い る,と い う。例 え ば,「 警 察 に よ る事 件 事 故 の 『匿
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名 』発表 の問題 は,全 国各地 で起 きてい る。朝 日新聞 の取材網 を通 じて調べ
た ところ,さ まざ まな事例 が浮 かび上 が った」(8/26/92)と,様 々 な警察 に
よる匿名発 表が 「全 国各地」 で起 こり,か つ 「増 えてい る」現 象で ある こと
を記事 は記述 してい る。
1987年 の 日弁連人権 擁i護大会 での 「人権 と報道 に関 す る宣 言」案 をめ ぐる
議論 の際 に表出 され た 「匿名報道」へ の危機感 や,「 実名原則 」派か ら提起 さ
れてい る匿名報 道へ の対抗 ク レイム に とって,こ の ような新聞記事 は,自 ら
の クレイム を 「事実」で あ る と支 えて くれ る言語的資源 とな り得 る。記事 は,
r客観 的」とい うスタイル を とってい るだ けに,ク レイムが憶測 や感情 で はな
く,「事実」に基 づ くとい う印象 をオーデ ィエ ンスに与 えやす く,ク レイムの
信 懸性 を補強 す る働 きを もつ。 それ故 に新 聞記事 は,匿 名報道 を 「問題 」 と
してカテ ゴ リー化す る クレイムを強調 す る資源 になる。 と同時 に,新 聞記事
自ら もまた 「客観 的」記事 を装 いつつ,匿 名報道 を 「問題 」 とみ るクレイム
となってい る と考 える ことがで きよう。
一 方
,「 匿 名 報 道 主 義 」派 か ら この よ うな ク レイ ム は どの よ うに見 られ て い
るだ ろ うか。 「匿 名 報 道 主 義 」 派 は この よ うな ク レイ ム をr"匿 名 発 表 増 加"
を理 由 とした"匿 名 報 道 バ ッ シ ング"の 繰 り返 し」と見 る(浅 野 ・山 口,1995:
231)o
警 察 に よ る 「匿 名 発 表 」の 「存 在 」 に つ い て,「 匿 名 報 道 主 義 」派 は否 定 は
しな い。 しか し,警 察 に よ る 「匿 名 発 表 と匿 名 報 道 の"因 果 関 係"を 十 分 に
検 証 した う えで 主張 され て い る のだ ろ うか」 と,「 匿 名 発 表 」 が 「匿名 報 道 」
に よ っ て引 き起 こ され る とい う因 果 関 係 を否 定 す る。む しろ,実 名 報 道 が 「匿
名 発 表 」の原 因 で あ る,と 「匿名 報 道 主義 」派 は述 べ る。 即 ち,「 警 察 が発 表
の 責任 を と ら され る」 「名 前 が 出 れ ば,苦 情 を持 ち込 まれ るの は警 察 」とい う
認 識 が 警 察 に あ るた め,被 疑 者 ・被 告 人 を 「匿 名 発 表 」 して い る,と い うの
で あ る(浅 野 ・山 口,1995:239)。 さ らに,彼 ら は 「匿 名 発 表 増 加 の原 因 を
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"匿 名 報 道 拡 大"に 求 め る議 論 の根 底 に は
,"実 名 報 道 で な けれ ば警 察 に名 前
を発 表 させ る こ とが で きな い"と い う考 え方 が あ る」 と論 じ,こ の 「論 理 で
は,と て も記 者 た ち は警 察 の匿 名 発 表 に対 抗 で きな い」 と批 判 す る(浅 野 ・
口_1口,1995:241)。
この 「匿名 発 表 」増 加 は,「 匿 名 報 道 主 義 」派 及 び 「実 名 報 道 」派 の両 者 か
ら も 「事 実 」 と して認 識 され る。 しか し,そ の 「事 実 」 を どの よ うな状 況 と
して 定 義 す る のか は異 な り,そ れ ぞれ の ク レイ ム の 中 で の位 置 づ け も異 な る。
警 察 に よ る 「匿 名 発 表 」 は,ど ち らの側 か ら も 「問題 」 と して定 義 され,警
察 に情 報 開 示 を求 め る こ とは報 道 す る側 の権 利 で あ る と両 者 と も主 張 す る
(浅 野 ・山 口,1995:236)。 しか し,警 察 に よ る 「匿名 発 表 」 の 原 因 が何 で あ
るの か は,こ の二 つ の ク レイ ム に よ って 異 な る。 その 原 因 につ い て用 い られ
る語 彙 は,犯 罪 報 道 の何 が 「問題 」 な の か を語 る もの と して捉 え る こ とが で
き る。
4.朝 日新聞 「揺 れ る匿名報道」
「匿 名 報 道 」 とい う ク レイ ム の 資源 と して依 拠 され た ス ウ ェー デ ンの 「匿名
報 道 」 が,う ま くい っ て い な い,と い う 「状 況 」 の報 告 が1993年4月13日 か
ら朝 日新 聞 に連 載 され た(4月13日 か ら23日,12月15日 か ら17日)。 ス ウ ェー
デ ンの 報 道 倫 理 は,浅 野 健 一 が1985年 に 『犯 罪 報 道 の犯 罪 』 の 中 で紹 介 して
以 来,「 匿名 報 道 主 義 」派 が 理 想 と して提 示 す るモ デ ル で あ る。 ス ウ ェー デ ン
の報 道倫 理 綱 領 の報 道 基 準15条(「 姓 名 の報 道 に よ りs当 事 者 を傷 つ け る結 果
を招 くか も しれ な い こ とに つ い て,注 意 深 く考 慮 しな けれ ば な らない。 と く
に一般 市 民 の 関 心 と利 益 の重 要 性 が 明 白 に存 在 して い る とみ な され る場 合 の
ほか は,姓 名 の報道 は控 え るべ きで あ る」)は,「 匿名 報 道 主 義 」 派 の 言説 の
資 源 で あ り,そ の ク レイ ムが 実 現 可 能 で あ る こ とを保 証 す る もの として扱 わ
れ て きた(大 庭,1996)。 と こ ろが,「 揺 れ る匿 名 報 道 一 ス ウ ェー デ ンか ら」
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とい う見 出 しで は じ ま る連 載 記 事 の 中 で,ス ウ ェー デ ンを取 材 した記 者,宮
崎 勝 治 は ス ウ ェー デ ン も実 名 報 道 に転 換 しつ つ あ る こ とを伝 え る。 リー ド文
は次 の よ う に=書か れ て い る。
「人 権 を守 ろ う と"犯 罪 報 道 は匿 名 で"を 原 則 に して きた ス ウ ェー デ ンの
メ デ ィア に異 変 が起 きて い る。 テ レ ビ,新 聞,雑 誌 が 次 々 に実 名 報 道 に乗
り出 し,新 聞 ・雑 誌 の お 目付 け役 だ った プ レス ーオ ンブ ズ マ ンが辞 任 し,"メ
デ ィア の基 本 は実 名 報 道 だ"と 主 張 し始 め た。 技 術 革 新,国 際 化,そ して
国 民 意 識 の変 化 の 中 で"人 権 報 道 の 理 想"と まで評 価 され た この 国 の メ デ
ィア の潮 流 は ゆ っ くり と,し か し確 実 に変 わ りつ つ あ る」(朝 日新 聞,1993
年4月13日 付)
この連 載 記 事 は,「 匿 名 報 道 主 義 」を主 張 す るア ク ター た ち に どの よ うに受
け とめ られ,ど の よ う に解 釈 され た か 。 山 口 は次 の よ う に この連 載 へ の印 象
を ま とめ て い る。
「これ らか ら読者 が受 ける印象 は① ス ウェーデ ンで も実名報 道が 主流 に
な りつつあ る,② 世論 も実名報 道 に よる制裁 を求 め始 めた,③ 匿名報道 に
よる中傷 や フィクシ ョンが増 える一方,倫 理 コー ドを無視 す るメデ ィアが
登場 した,④ 一般市民 のた めのプ レスオ ンブズマ ン(以 下PO>・ 報道評 議
会制度が崩壊 しか けてい る だ ろう。」(浅 野 ・山口,1995:40)
こ こで い う 「読 者 」 とは,山 口 自身 も含 め られ て い る と考 えて よ い だ ろ う。
4)
この連載記事 に対 し,「人権 と報道 ・連絡会」 は反論掲載 及 び誤 りの訂正 を
求 める書簡 を朝 日新聞 に送 った。 しか し朝 日新聞 は,こ の連載 が ヂスウ ェー
デ ンの匿名報道 の現状 を報 告す る もので あ り,同 じ紙面 で匿名報道 の是非 を
論争 す るような性格 の もので はない」 として反論掲載 を拒否 した。 また,同
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会 事 務 局 は連 載 記 事 の 内容 に 関 す る質 問 書 を朝 日新 聞編 集 局 長 に送 り回答 を
得 るが,同 会 に とって は 「官僚 的 な回 答 文書 」(山 口,1995:73)で あ った。
連 載 を通 して伝 え られ るス ウ ェ0デ ンの 「状 況 の 変 化 」 に つ い て,の ち に
山 口 は,「 実 際 に ス ウ ェ ー デ ンを訪 ね て,こ の連 載 が い か に 『針 小棒 大 』 『我
田引 水 』 な もの で あ るか を確 か めた 」 と批判 す る(浅 野 ・山 口,1995:38)。
「"実名"へ の転 換 次 々」(朝 日新 聞,1993年4月13日 付)r実 名 主 義 へ の流 れ
加 速 」(朝 日新 聞,1993年4月23日 付)と い う見 出 しに表 現 され るス ウ ェー デ
ンの 「変 化 」 と され る 内容 に対 し,山 口 は,「 実 名 報 道 」の事 例 は8件 だ け で
あ り,そ の 中身 はス ウ ェー デ ンの報 道 倫 理綱 領 の も とで はす で に1実 名 」 と
され るケ ー ス,犯 罪 報 道 で はな い ケー ス,特 殊 な事 件 や 公 人 や 有 名 人 の ケ ー
ス な どが 混 在 して お り,「 極 端 な逸 脱 例 を こち ゃ まぜ に並 べ た にす ぎ ない 」と
批 判 して,問 題 の脱 構 築 を はか る(浅 野 ・山 口,1995:41)。
そ の他,「 実 名報 道 」 「匿 名 報 道 」 とい う語 の定 義 を明 確 に しな い ま ま,日
本 とは事 情 の異 な るス ウ ェー デ ンの報 道,報 道 評 議 会 及 びオ ンブ ズ マ ン制 度
に つ い て書 くこ とは,読 者 に誤 解 を与 え る,事 件 や 人物 を含 め取 材 対 象 に偏
りが あ る,と 「人権 と報 道 ・連 絡 会 」 は述 べ る(人 権 と報 道 ・連 絡 会 シ ンポ
ジ ウ ム資 料⑥,1993)。
一 方
,朝 日新 聞 か らの 回答 に よれ ば,「 この連 載 の趣 旨 は,匿 名 報 道 を否 定
す る キ ャ ンペ ー ンな どで はあ りませ ん。 人 権 と報 道 の 問題 を考 え る うえで,
匿名 報 道 が 揺 れ て い るス ウ ェー デ ンの現 状 を報 告 す る もので す 」(1993,資 料
⑩:5)と,こ の連 載 を 「事 実 」 の報 告 として位 置 づ け る。 記 事 内容 へ の 批
判 に対 して は,「 現 地 で の取 材 の 結 果 」を表 現 した もの と回答 して,そ の 記事
の 「妥 当性 」 を主 張 す る。
その 後,浅 野健 一 と山 口正 紀 はス ウ ェー デ ン にお もむ いて現 地 調 査 を行 い,
あ らた め て朝 日新 聞 に よ る記 事 に対 して,ス ウ ェー デ ンの匿 名 報 道 及 び メデ
ィア責任 制 度(報 道 評 議 会 とプ レスオ ンブ ズ マ ン)は 「揺 れ て」 はい な い,
と反論 す る。
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「刑事事件 にかかわ る市 民 は匿名 が原則 で,名 前 と事件 に明 白な社 会的関
心が あ る場合 に各 メデ ィアが 自 らの良心 に従 って顕名報道 す る とい う考 え
方(こ れ を浅野 は匿名報道 主義 と名 づ けた)は まった く揺 らいで いない。
ただ し,明 白な0般 市民 の関心 と利 益の解釈 をめ ぐってi新 た な傾 向が 出
て きてい る」(浅 野 ・山口,1995:214)
構 築 主 義 の視 点 か ら このr論 争 」 を考 察 す るに は,ス ウ ェー デ ンの 犯 罪 報
道 に対 しT「 匿 名 報 道 主 義 」派 と朝 日新 聞 は どの よ う に状 況 の 定義 を行 い,何
を 「問 題 」 と して カ テ ゴ リー化 して い る の か を考 察 す る こ とが課 題 とな る。
しか し先 の 「匿 名 発 表 」 が 「増 加 」 して い るの か否 か の議 論 と同様,ス ウ ェ
ー デ ンの匿 名 報 道 及 び報 道 評 議 会 制 度 は 「変 化 」 した の か ,そ の 真 偽 を確 か
め る こ とが 構 築 主義 の視 点 なの で は な い。
ス ウ ェー デ ンの犯 罪 報 道 が どの よ うな 「状 況 」 で あ るの か は,ク レイ ム を
申 し立 て る人 々 の状 況 の 定 義 の際 に用 い られ る視 点 や枠 組 が 大 き く影 響 を与
え る もの で あ る こ とは い う まで もな い。 この 「人 権 と報 道 ・連 絡 会Jと 「朝
日新 聞 」 との 間 の 「論 争 」 で は,初 期 に は,双 方 と もに 「事 実 」 は何 で あ る
の か,だ けで は な く,そ の表 現 の仕 方 が 「問題 」 とな っ た。 そ の後,人 権 と
報 道 ・連 絡 会 側 の主 張 は,イ バ ラ とキ ツ セ の言 葉 を借 りる な ら,「 科 学 的 ス タ
イル 」 を もった ク レイ ム(IbarraandKitsuse,1993)に 似 て くる。 つ ま り,
「事 実 」に よ って,ク レ イム の 「妥 当性 」を獲 得 し よ う とす るの で あ る。 彼 ら
が ス ウ ェ ー デ ンに訪 れ,現 地 調 査 をす るの も,「 事 実 」を示 す こ とに よ って ク
レイム を妥 当 な もの に す る こ とが 可能 とな るか らで あ る。
記 事 を書 いた 記 者 に とって,ス ウ ェー デ ンの犯 罪 報 道 は,「 匿 名 」か ら 「実
名 」に移 行 しつ つ あ っ た。 つ ま り,「 新 聞 評 議 会 ・プ レス オ ン ブズ マ ン」は 「が
ん じが らめ の規 制 で 息苦 しい 現 行 の 制 度 は改 革 す る必 要 が あ る」 と考 え るオ
ンブ ズ マ ンや 「メデ ィアの 基 本 は実 名 主 義 で な けれ ば な らな い」(朝 日新 聞,
1993年4月23日 付)と 主 張 す る元 オ ンブ ズ マ ンが現 れ る 「状 況 」 な の で あ る。
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また彼 は,匿 名報道 を含 む倫理 コー ドを 「公然 と無視 す るメディ アが国民の
支持 を集 めだ した ほ ど,ス ウェーデ ンの社会 の雰囲気 が変 わ りだ した」(朝 日
新 聞,1993年4月22日 付)と い う。 しか し,浅 野 ・山 口が見 るス ウェー デ ン
の報道評 議会 ・オ ンブズマ ン制度 は,健 在 であ り,一 般 市民 の犯 罪事件 は匿
名報道 が原則 で ある ことを,現 地調査 を経 て彼 らは再確認 す る。
この連載記事 は12月 の連載 記事 とともに,一 部加筆 ・修正 を加 えて 『被告
5)
席 のメデ ィア』 と題 した本 の中 に掲載 され た。 この 「揺 れ る匿名報道」 とい
う言説 は,や がて 「実名 原則 」 を求 めるクレイムの 中において使用 され る。
た とえば,「匿名報道 を古 くか らや ってい るスウ ェーデ ンで,最 近非常 に匿名
報道 の問題が顕著 にな ってい ます。匿名 か実名 か とい う硬 直 した発想 自体が,
現状 においつかな くなってい るので はないか」 と連 載記事 に関わ った朝 日新
聞記者 が座談会 で述 べて い る(古 西,『 ジ ュ リス ト』1994年2月1日 号:14
頁)。 またs「 新聞研 究』誌上 の座 談会 において,別 の朝 日新 聞記者 が実名報
道 の必 要性 を述 べつつ,若 手 の記 者 にむけて,「匿名報道 の母 国で あるス ウェ
ーデ ンで も匿名報道 自体 が揺れ てい る とい う報告 があ りま した
。 これ もぜ ひ
読 んでほ しい」 と発言 して いる(『 新聞研究』1994年4月 号:22頁)。
この よ うに,「 揺 れ る匿 名 報 道 」の言 説 は,単 にス ウ ェー デ ンの 「状 況 」を
語 る だ け の記 述 で はな く,日 本 にお け る 「犯 罪 報道 」 の 言 説 に結 びつ け られ
る。 「揺 れ る匿 名 報 道 」 とい うフ レー ズ で語 られ る ス ウ ェー デ ンの 「変 化 」
は,日 本 に お い て 「実 名 報 道 」 原 則 を維 持 す る側 か らの 「匿 名 報 道 主義 」 へ
の対 抗 ク レイム,即 ち,「 匿 名 報 道 」に も 「問題 」が あ る(何 を書 い て も苦 情
も こな い,「 犯 人 は誰 か」の うわ さが 飛 び交 うな ど)と い う主 張 に具 体 的 な事
例 を提 供 す る もの と して,反 「匿名 報 道 」 の 言 説 に つ なが る ので あ る。
この点 にお い て,先 述 した 「匿名 報 道 は警 察 に よる匿 名 発 表 を招 く」 とい
う 「問 題 」 と して の 「匿 名 報 道 」 の言 説 と 「揺 れ る匿名 報 道 」 の 言 説 とが 重
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な りあ う。 両 者 と も,「 実 名 報 道 」を原 則 と して維 持 す る ク レイ ム を補 強 す る
の で あ る。
5.結 語
すで に80年 代 にお いて 「匿名」 「実名 」に関す る論 点 は提起 されて いた。90
年代 に はい り,「匿名報道 」 を原則 として クレイムす る側 に対 し,「 問題 」の
脱構築 をはか る動 きが 「実名」 を原則 として クレイムす る側 か ら試 み られた
といって よい。
犯罪報道 を 「問題」としてカテ ゴ リー化 す る言説 は,「 匿名報 道」を 「問題 」
として定義 す る方向 にむか った。 しか し,「 実名 」を 「問題 」として構築 す る
ときも,ま たそれ を脱構築 す る ときも,対 抗 す る相手 の依拠 す る「事実」=言
語 的資源 をつぶ そ う とす る。 さ らにある種 のク レイム(「 揺れ る匿名報道」)
は,そ れが どの ような 「事 実」に基 づいてい るのか,「 事 実」の選択 の され方
とその解 釈枠組 の妥 当性 を争 う。 自 らの ク レイムは 「事実」 であ る ことを強
調 して 「真 実性 」 を獲得 しよう とす るが,相 手 に対 して は,相 手 の クレイム
が依拠 す る 「事 実」 を誤 り,も し くは 「見 解」 の相違 として退 ける。 クレイ
ム申 し立 ての際,ア クターは単 に,そ れが何 につ いての「問題 」なのか,様 々
な語彙 を使 用す るだ けで はない。 クレイムの中で,「 事実 」と 「見解 」とを争
う語彙 も使 用す る ことに よって,ク レイム を強 く主張 す るので ある。また「揺
れ る匿名報道」 と 「匿名 報道 主義」の論争 は,「 事 実」が解 釈枠組抜 きには把
握 され得 ない こ とも示 して いる。
どの時点 に さかのぼ るか につ いては議論 の余地 が ある ものの,犯 罪報道 に
対 して 「問題」であ る,「 望 まし くない」 とい う定義 が与 え られ てか ら,こ の
「問題 」 はさ らに細分 化 し,明 確 にな った。「人権 と報道」 とい う議論 に は必
ず といって よいほ ど 「匿名報道 」の議論が登場 す る。 その議論 は,新 聞研究
や法学 とい う分野 だ けでな く,報 道業界,報 道関係労組 におい て も広が って
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い る。 「人権 と報道」の議論 においては,犯 罪報道 は議題 として当然 の ように
設定 され るよ うになった のであ る。 また,「 匿名報 道」「報道被害」 とい う言
葉 もその中で採用 され,恒 常的 に使用 され るようにな った。 この ような語句
や術 語 の発明 もし くは意味 の変化 は,「社会 問題 のキ ャ リア に何 か重 要な こと
が起 こった こ とを示 す」(Jenness,1990)。 クレイム申 し立 て を通 して創 られ
た カテゴ リーや意味 は,現 象 をどの よ うに理解 し,受 け とめるべ きか に影響
を及 ぼす。
報道 とい う舞台 において 「匿名報道 主義」 に対 す る環境 は厳 しい。 この よ
うな 「匿名報道 主義 」 には 「実名 」を原則 とす るクレイム とい う 「強敵」が
い る。 「実名原則」派 は報 道の実践 を決定で きる場 にいる。 しか し慣習 となっ
てい る実名報道 にあえて根拠 を明言 しな くて はな らない 「実名原則」 の クレ
イムの存在 は,ク レイム申 し立 て活動 としての 「匿名報道主義」 の存在 を認
めた ことを意味す る。
社 会問題 としての 「犯罪報道」 に関す るクレイム は,特 定 の他者 に向 け ら
れた ク レイムではな く,い わ ば外 に開かれた クレイムであ る。 したが って,
一般 の公衆 もまた議論 の参加者 とな り得 る。本稿 で は,公 衆 は社 会問題 の構
築 に とって どの ような働 きをす るのか について は言及 しなか った。「実名」r匿
名」 どち らの クレイムの中 に もオー デ ィエ ンスは都 合の良 いよ うに利 用 され
てい るか らであ る。 これ に関 す る議論 は別 の機会 で行 いた い。
犯罪事件 に関す る 「人権 と報道 」の言説 の中 に,「 匿名報道」は しっか り位
置 づ けられたので あ り,そ の議論 はまだ続 行 してい る。議論 の続行 は,社 会
問題 としての 「犯罪報 道」が存続す る活動で ある ことを示 す。同時 に 「報道
被害」 も存在 して いる ことにな る。 「報道被害 」 に関す る語彙 が,「 人権 と報




1)報 道評議会 や オンブズマ ン とい うメデ ィア責任制 度 は,匿 名報道 と ともに論
じられ るが,本 稿 で は議論 の内容 を簡素化 す るため メデ ィア責任制度 に関 す る
ク レイムについて は言及 しない。 また,本 稿 も前 回の拙稿 と同様,「 匿名報道」
とは,一 般市民 に よる犯 罪事件 にお ける被疑者 ・被 告 ・被 害者 の氏 名 ・年齢 な
ど本人 とわか る情報 を報道 しない ことを意味す る。本稿 で匿名 ・実名 を 「 」
付 きで表現 してあ る場合,ク レイム申 し立て に使用 され る語 としての性格 を有
す る。
2)こ の過程 は,中 河(1993)が アーテ ィキ ュレー シ ョン仮説 とよぶ もの と同義
で あ ると思 われ る。
3)「 匿名報道主義 」派 は公人 の氏 名 を報道 す るこ とを 「実名」 とは言わず,「 顕
名」 と呼ぶ。
4)「 人権 と報道 ・連絡会」 は 「匿名報 道主義」 をかか げ る市民 団体 であ る(大
庭,1996)
5)こ の本 で は,連 載第1回 目の 「"だれが"は ニ ュー スの最 も重要 で基本 的な要
素 であ るうえ,被 疑者 ・被害者 の名前 は犯罪事 実 自体 と並 んで公共 の利害 にか
かわ る事項 であ る として(朝 日新聞社 は)実 名原則 は維持 している」 とい う文
は削除 したが,記 事 内容 は変化 していない。
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